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イングランド北東部解散修道院の土地処分

(追 記 ） ,
本稿執筆後，次の論文を知った。KeAv，J., ‘The Disposal of Crown Lauds and the Devon Land Market,

1536-58*, Agricultural History Review, v o l.18, pt. 2 (1970), pp. 93-105. 私的土地市場の展開を実証的 

i 白•勺に確認するという正当かつュニークな手続きを経た後K e w が得た結論のうち，さしあたり興味深い 

のは次のニ点である。1)旧修道院領を中心とする王領地売却は，土地市場全体の半分以下である。このこ 

レ が 「何故短期にあのように多量の修道院の土地を吸収しえたか」を説明する。2)王領地処分は私的土地 

市場成長の刺激となった。私的土地市場について_ 証できなかったわれわれの結論は説得力を欠くとはい 

え，北東部の例によって示したかっ才こことの一つは，（例えばDevonと較べて）私的土地市場展開度の低 

さが, . 政治的等の要因と相まって，王 領地 r吸収-丨の規模と経路に一定の限界を設けたこと，この限界か.. 

翻って，王領地処分の土地市場全体に与える「刺激」の大きさと方向に限界を設けたこと，である。

(大学院経済学研究科博士課程）
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ユ ヨーク農民の日記，1850年

岡 田 泰 男

農民の日記が,農業史の貴重な史料であることはい 

うまでもない。もちろん， 日記をつけてぃた農民は例 

外的であって，そうした史料から，平均的農民の姿を 

描き出すことは困雛かもしれなぃ。 しかし，農民の日 

常生活を知らせてくれる点で, 日記は，旅行記，新聞 

雑誌記事，農業協会報告書などに比べ，はるかに重要 

である。.私は先に,....あるニュ4  •'ヨーク州の農民の約 

20年分の日記を利用して論文を書ぃたが，わが国では 

まだァメリカ農民の日記そのものが紹介されたことは 

ないし, また，私の利用した日記が公刊される見込み 

もないので，以下に1年分（185啤 ) のみを取り上げ* 

訳出してみた。日記の筆者は当時オスウィゴ郡（0扣略 

go )に住んでいたフランシス• スクワイア“ ズ(Frdnbis 

W. Squires)であり，1850年には30歳の農民であった。 

彼および彼の農場につV、ては,前記の論文を参照され 

たい。:なお, 彼の日記には当然のことながら，天候につ 

V、ての記載があり， 「朝のうち曇， 午後は一時晴れで 

北西の興,夜に入ってから雪がちらつく j とぃう,類の 

詳細な記入がなされているが，あまりにスぺ，

りすぎるので，

留め金を買う。

'•スをと
, (1)

残念ながら天気の記事は割愛した。

をランサム（Ransam)へ運び，

1月 3 日

木 材 3 台分を，メリアムのため，ボタッシュ (potash) 

製造場へ運ぶ。あらびき粉を持ち帰(名。

1 月 4 日

木 材 3 台分をメリアムのため，ポタッシュ製造場へ 

運ぶ。:総量は 6 コード .(cord)で，: 1 ri — ドあたりQ -y 

ルである。 また， メリアムのため， 4 台分（25んコ一トづ 

を，ア レ ン （A llen )の所へ運んで帰る。14シ ^。

1月 7 日

丸 太 7 本をゴードン（Gordon)の製材所へ運ぶ。2 .14

フィート。

1 月 8 日

.ウイラ一ド（W illard)夫婦と一緒にオスウイコ*ベ行 

く。 りんこ3 フッシ31ルを持つてゆき， プッシェ.ルお 

たり 3 シル6 ペンスで売る。 また， じやがいも2 ブッ
t , ( 5 )

シェルを, フツシプ.ル 3 シル6 ぺンスで売つた。

1月 9 日

丸 太 5本を製材所へ運ぶ。14フィート。

1 月10日 .

乾 草 I/2 トンをウィルソ (Wilson) まだ1，100
1 月 2 日

木材 3 台分（load)をメリアム (Merriam) 1 台分

ポンドをメリアムへ運ぶ。価格はトンあたり7 ドルc 
(6 )

木材 2 台分を運ぶし

注（1) 岡U丨泰劣「一農民の日記より見たるニュー• 白一ク農衆の変遷j  三田学会雑誌j  64巻 8号）日記の原本は, Squirea， 
Diairy (MSS), Collection of Regional History, Cornell University である。

( 2 ) 木材1台分とは/ 馬そりに1台分のことである。メリアムは，日記筆名の住んでV、たニュー♦ヘイヴン(New Haven) 
の商人の名。

( 3 ) ボタヅシュは木灰からつくったカリで，ガラXや石けんの製造，染色に利相されると共に，羊毛の洗冷剤として多ぐ 

使われた《

( 4 ) コードは木材の堪位。長さ4 フイ一トの材木が，幅‘ 8 フイ一ト，高さ4:プ .イ一ト]■こ狱上げられた1山が，. 1 コ一ドで 

ある。ffiさにすれば2 トンから2 トン半になり，馬 2頭でひく馬そりの1台分から2台分にもたる。なお日記の中の货 

幣計錄は，シリシグとドルとが併用されており， 1シルはH  6セントに等しい勘宛になっている。

( 5 ) ウイラードと日記筆表とは兄弟で，共に父の家に住んでV、る• オスウイゴは，彼等の農樹から10マイル枝ど離れたと 

こ6 にある町である。

( 6 ) ウイルゾンは商人の名9

 65 (429*)   ----   ■

. '
■フ、，取1!奴忍SRH M H RH Rhnhm hri^ih



_丨， 所 觸 哪 挪 獅 赋 的； ■じ̂ ^ ?̂ ^ ら 秘

ニュー.ヨーク農民の日記，1850年

1 月11日

具の手入れをし，馬そりのながえにペンキをぬる。

2 月 5 日

木を伐る。

2 月 6 日 

木材， 3 ，4 台分を運ぶ。

2 月 7 日 

木材7 台分を運ぶ。

2 月 8 日

父と一緒にオスウィゴに行き， じやがいも4 ブッシ 

ユルを，ブツシヱルあたり3 シル9 ペンス，バタ一でし 

ポンドを，ボンドあたり14セント，豆1/2ブツシ* ルを， 

ブツシ不ルあたり8 シルで売る。 •

2 月 9 日

ネルソン〈D. Nelson)との勘定を清算する。ハ  

2 月15日

21//コード分の薪木用の生木を切る。 父とウィラー 

ドが割って積み上げた。

2 月21日

丸太を割る。.父は3 台分をハワード（Howard) の所 
(7 )

へ運ぶ。

2 月22日

8八コードの丸太を切り，割る，父は3 台分を製材所 

へ運ぶ。

2 月23日 

丸太 1 台分を運ぶ，

2 月25日 

丸太を切る。

2 月27日

今日も樺の木（birch)の丸太を切る。父は木の先の 

方を切る。

2 月28日

楓の木（maple)の丸太を切る。 父は丸太を板張道路 

(plankroad) © 近くまで運んだ。

3 月 1 日 '

木を切る。

3 月 2 日

楓の木の丸太を切る。父は樫の木（oak) の丸太を板 

張道路の近くへ，木材を家へ運んだ。

3 月 4 日

楓の木の丸太を切る。カラン（Curran)が手伝ってく 

れる。父は丸太を2 台分と木材を運ぶ。

3 月 5 日 

本日，タウン . ミーティング。

3 月 6 日

父はオスウィゴへ，じやがいも2 ブッシェル（ヅッシ 

ェルあたり3 シル7ペンス）と，バタ一43ムポソド（ポン 

ドあたりI5セント）を売りに行く。くず小麦35ブッシェ 

ル，重さ18ポンド，ポント +あたり8 セントで買ってく

3 月 7 日

学校は昨日で終了。12週 , 週 2 ドルで給食つきふウ 

A ラ一ドと一緒に昨日■も今日も丸太を切る。

3 月 8 日

しなの木（bass)の丸太を切る。父は午前中は丸太，

午、後は板や切れはしを，下の林から蓮んだ6 

3 月 9 日

ウィラードと私は樺の木の丸太を切る6 父は丸太を 

運び，板張道路の氷をどけるのを手伝った。

3 月11日

樽ふた，底板用のしなの木の板を，グリッドリイ 

(Gridley)の所に運ぶ。木を切る。

3 月12日

下の林で，丸太用のつがの木 (hemlock)を切る。

3 月13日

ウィラードと，しなの木の底板1,137枚を家べ運ぶ, 

3 月14日

休作地（fallow)で木を切る。とねりこ（ash) の庇扳 

を切る。

3 月15日 

丸太を切る。

3 月16日

糖蜜 2 クォートを作る。 とねりこの底板を切り.休 

作地で，つがの木を切る。父はダムの仕事を手伝う。

3 月18日 

馬小屋へ乾草を運ぶ。

注（7) R記筆者は，樽の製造にも従艰しており，ここで割っている丸太はその材料である。

( 8 ) 板張道路は，長さ8 フィート，厚さ3インチ程度の扳を，道に埋めこんだ枕木の上に張ったもの。道路会社のつくゥ 

た• 料道路で，当時ニュー. 日—ク州で盛んにつくられていた。
( 9 ) 当時の学校は冬期だけのもので，•段くとも20週® 度であった，

( 1 0 )樽のふた及び底板の部分には，しなの木や，とねりこが利用されることが多かった• '
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.3月19日

ウィラ一ドと，とねりこの丸太を運び，下の林で， 

しなの木を切るO 

3 月20日

休作地の丸太を運び出す。力ランが手伝っ，てくれて, 

馬そりで運んでくれた。私は仕事場へ，しなの木の底 

板 2 台分を運んだ。

3月21日

朝，鎖を修理し荷車へ運び，ハワードの製材所へ，

10時過ぎに，丸太 6 台分を連ぶ。場所は，板張道路近 

くの，力.ランの家の反対側。

3 月22日

各太 5 台分と，樽板 2 台分(1，733枚) を家へ運ぶ。楓 

の木。

3 月23日

丸太 3 台分と，楓の樽板3 台分 (3,073枚)を家へ運ぶ, 

ウィラードは板を積み•上げる。父は午前中，休作地で 

木を切り，午後は丘の上へ行った。

3 月25日

丸太 2台分と樽板700枚を家へ運ぶ。板を積み上げ 

る。父は休作地で木を切った。

3 月26日

父とオスウイゴへ行く。卵 5 ダース，ダースあたり 

10セソト。オート麦5 ブツシエル，ブツシエルあたり 

3 ■シル。 じやがV、も.2 'ブツシエル，+ ブツシュルあたり 

3 'ンル6 ペンスで売る。 .

3 月27日

丸太の最後の分（3台分）と，樽板2, 749枚を家へ運 

ぶ。父とウィラードは休作地で木を切る。

3 月28日

父は， ロビンソン先生 (Dr. Robinson)の所へ木材2

合分を戻す。 1 台分あたり6 シル.ウィラードと私は 
, (12)

休作地で木を切る。

3 月29日

搏用の丸太1 台分をグリッドリイの所へ運び，樽板 

|の最後の分(1,5如枚) を家へ運ぶ。合計 13,042枚。1，000 

牧あたり12シル。

3 月30日

ウィラードと休作地でもみの木（f l r )を切る。 父は 

樹液を煮る。カランへ乾草600ポンドを， ( トンあたり）
(13)

9 ドルで売る.

注( 1 1 )傅•板は，樽の胴の部分に使うもの。これから後，何

(12) ロビンソン先虫は，ニュー•ヘイヴンの医者ン

( 1 3 )樹液を煮る，とは砂糖楓の樹液を煮て，メイブル•シ卢ップをつぐっているのである

-— - 6 7 ( 4 ^ )  ~ -  •

4 月 1 日

ウィラードと，しなの木の底板を少し切り，休作地 

で薪木をつくる。

4 月 2 日

休作地から薪木を運び出す。カランが虑を連れて手 

伝った。 7丨/2セント。グリッドリイの所へ搏用の丸太 

1 台分を運ぶ。

4 月 3 日

野菜畑をすき起し。また川向うの土地を少し切り開 

く。野菜畑の下をグッドゼル（Goodselle) の馬鍬でなら 

す。. .ブラウン’ (Brown)の雌牛を24ドルで買う。

4 月 4 日

ウィラードはしなの木の樽材を割る。私は木を切り， 

馬の蹄鉄をつけてもらった。

4 月 5 日

馬小屋に乾草を運ぶ。メリアムに生れて5週間目の 

子牛を3 ドルで売る。また，ウィルソンにじゃがいも 

2 ブ’ッシェルを， 4 シルで売る。川向うの土.地を再び 

切り開く。 .

4 月 6 日

ウィラードと私は開墾，父は少し雑用をする。

4 月 8 日

ウィラードと私は開墾，ク.ロ.フォード（Crawford) .と 

力ランが，われわれのためにまだ一度もすきが入って 

いない所を切り開いてくれた。 400ポンドの乾草を力 

ランに売る。（トンあたり）9 ドル。

4 月 9 日

.クロフォードとカラが再び，霜のとけた8 時半か 

ら，開墾をしてくれた。ウィラードと私は,作地で 

： 木を切った。

4 月10日

ウィラードと私は休作地で木を切り，開墾をした。

ジg ンソノ (Johnson)から，本を5 ドル分買う。

4 月11日

ウィラ一ドと休作地で木を切り，父は納屋で木を切 

る。グッドリッチ（Goodrich)から厚板を買う。‘ 楓の厚 . 

板， 5 シル。

: 4 月12日

グ P ッドリイの所から，1,080枚の底板を運ぶ。 （内 

640枚は，とねりこ）12シルと2 ドル。

4 月13日

* 片か乾かしてから，博つくりにかかる•
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午後オスウィゴに行く。カランは馬を連れてきて， 

ウィラードが丘の上を切り開くのを手伝った。父は林 

の横の栅をなおす。

4 月14日 

父と 1 日中教会へ行く。

4 月15日

力ランが手伝って，ウィラードは開墾作業を今日で 

終える。乾草半トンをA  • ハワ一ドに， トンあたり10 

ドルで売る。

4 月16日

昨日グレンビイ（Granby)の村へ行く。ギルフォード 

(Guilford)に靴の代金を払う。 馬の売買に多くの人が 

来^ :い’た。

4 月17日

午前中，家の修繕をする。午後，ウィラードと休作 

地で木を切る。

4 月18日

午前中，休作地から木を運び出す。ウィラードと休 

作地で木を切る。

4 月19日

ウィラードと川向うに横木を運び，開墾をした部分 

に柵囲いをする。父は野菜畑に肥料を運ぶ。

4 月20日

ウィラードと肥料を運びI 畑の下の側へ， じゃがい 

もを:11列植える。丘の上へ肥料をまく。ウィラ一ドは 

木を移植する。

4 月21日

ぐるみの木（walnut)を茂みから抜いて道にそって植 

える。子馬と当才駒を川向うの開墾した土地に移し， 

日に1度飼料をやる。

4 月23日 

家6?修德をする。

4 月24日

父とウィラードは，オスウィゴへポンドのバタ 

一を持ってゆき，ポソドあたりI 4セントで売る。穀物 

ぐずとしっくいを買って戻る《 ‘

4月25日

父と私はオスウィゴへ行く。乾草 1,380 ポンドを， 

ジョージ•エイムズ（Geo_ Amea)に 100ボンドあたり 

8 シルで売る。ワイマン（Weiman)から，小表粉 .1樽 

を 5 ドルで，ティモシイ（Timothy)の種子1級品1/2ブ 

ッシ^ ルを，ブッシ* ル 3 ドルで貿う。道路は次第に

(15)

埃っぽくなってきた。

4 月26日

子馬，当才駒に乾草を与えるのを昨日がらやめる。 

但し，穀物くずを日に1 回与える。南側の畑へ肥料24 

台分を運ぶ。

4 月27白

ウィラードと商侧へ肥料11台分運ぶ。畑に.じゃが 

いもを14列植える。ピアース（Pierce)に 300ボンドを, 

100ポンドあたり4 、ンルで売る。

4 月29日

休作地で少し木を切る。強風が吹いて栅がたおれた* 

4 月30日

午前中, 休作地で木を切る。午後，荷車1台で， 10 

台分の肥料を南側へ運ぶ。地面はしめっている。 1

5 月 1 日

屋根板材料を林から運び, 納屋にしまう。 •

5 月 2 日

ウィラードと南側め畑に50台分の肥料をまき，雑用 

をする。父とオスウィゴに行き，32ボンドのバターを， 

ポンド14セントで売る。種小麦1 ブツツ丈ルを， ブッ 

シヱル12シル， I 1/?ブツシヱルのえんどう豆を，.ブツ 

シェル7 シルで質う。

5 月 3 日

軽い霜がおりた。1Q時まで樽板を運び,南側の畑を 

i  k 一力一すきで耕す。野菜畑のじゃがV、も植付けを 

終える。

5 月 4 日

オ- - ト麦を3/4ェーカー種まきし，馬鍬でならす。南 

側の畑。

5 月 5 日

牛に, 乾草と穀物くずを日に1 回与える。牧草がよ 

く育っている。

5 月 6 日

ウィラ一ドと丸太I 2本運ぶ。北側の土地で木切れを 

拾う。バーンズ（Burns)から.石けんをつくるための 

签を借りてくる。

5 月 7 日

ウィラ一ドと北側の土地で木切れを拾う。ウィラー 

ドは休作地で木を切り，父は丘の上へ行き，馬に蹄鉄 

をつけてもらう。

5 月 8 日

注( 1 4 )冬の問，家峦を小厘の中へ飼っておくが，弈になると放牧するのであるI 
( 1 5 )テイモシイは牧草の1独。

—— • 6 8 ( 4 5 2 ) ——
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木材 1台分を製材所から運び，納屋にしまう。雑用 

をする。

5 月 9 日 ，

家畜小屋の前庭の摒をどけて横木をおき，柵を動か 

して> 前庭から牧草地へ家畜が行けるようにした。板 

の残りを運ぶ。 3 台分あった。全部で2,146フィート。 

その内， 1,100フィートは12フィートの板。残りは柵 

用の板である。

5 月10日

えんどう豆r /2ブッシヱルと，オート麦2 ブッシ­

ルを， 川の南側の芝土のところへまき，馬鍬でならす。 

ウィラードは休作地で木を切る。

5 月11日

南側の土地べ小麦1 ブッシェルをまき，馬鍬でなら 

す。ウィラードと休作地で木を切る。

5 月13日

クロフォードのため馬鍬でならす。父はピアースの 

所へ行き， ウィラードは休作地で木を切る。ロレン 

ゾ * グッドリッ、チ （LorenzO Goodrich)に，生れて4 週間 

目の子豚2 匹を， 1匹10シルで売る。

5 月14日

晴れて暖かく，植物の成長が盛んである。ディヴィ 

ット、• フィールド（David Field)へ，子販 1匹10シルで 

売る。野菜畑の下の H ェーカーを約7 時間， 13 ロッ 

ドの長さをすき起す。畑に西瓜の種をま 1 )。

5 月15日

午前中，豚糞の肥料を3 台分運び，とうもろこし畑 

へすき込む。午後, 畑の下へ， # うもろこしを28列植 

え，肥料をやる 

5 月16日

畑の下に，とうもろこし植付け終える。 V U ュ一力 

一。 うねに肥料3 台分やる。

5 月17日

午前中|よウィラードと休作地で木を切り，午後，作 

業場で働く。

5 月18日 

川の南側に柵をつぐる。

5 月20日

父は才スウィゴへ。 じやがいも4 ブッシェル，ブッ 

シ土ル 4 シル3 ペンス，バタ一14ポンド，ポシド1 シ 

ルで売る。メリアムのため積荷を持ち掃る。ウィラー 

ドと私は休作地で木を切る。桃，すももの花が満開で

ある。 ..

5 月21日

午前中，ヴィラードと芝土の土地から木切れを蓮び, 

そとを馬鍬で'ならす。父とウィラードは休作地で木を 

切る。

5 月22日

クロフォードの手伝いをする。家族の者は畑へじゃ 

がいもを植え始込た。土地の東側へ柵め毪をたて,壁 

用の石を少し並べた。

5 月23日

柵の木と石を，父と運ぶ。私はクロフォードのため 

馬鳅でならす作業をした。ウィラ一ドは東側の壁をつ 

くる。ピアースに子膝2 匹を 1西10、ンル6 ぺンスで売 

る。 .

5 月24日 

雨降りなので作場場で働く6 

5 月25日

石を連び，クロフォードのため馬鍬でならす。家畜 

小屋の間をすきで耕す。父はキャベツの锺をまき，ウ 

ィラードは壁をつくる。

5 月26日

父はピアースの所へ行く。ウィラードと私は丘の上 

へ行く。ウィラードは東側の壁を完成する。 5 ロッド 

3 % フィート。私は石を運び家畜小屋の間へとうもろ 

こしを植えるのを手伝った。

5 月28日

なしの花が満開である。ウィラードと私は北伽の土 

地を切り開き，私は芝土を馬鍬でならナ。父とウィラ 

一ドはそこへじゃがいもを植える。

5 月29日

芝土のところを馬鍬でならす。家族の者はそこ人じ 

ゃがいもを植え，私はそれを手伝う。

5 月30日

芝土を馬鍬でならし，家族の者がそこへ， じゃがい' 

も，とうもろこしを植えるのを手伝った。降菜畑の下 

のとうもろこしは芽を出し始めた。 ：

5 月31日

グッド:ビルに，芝土を馬鍬でならす作業をやり終え 

てもらう。权は家族の者が，古い根をほり，植付けす 

るのを手伝った。

. . . . .  . :. ' .

6 月 1 日

注 (16) 1 ロッドは16丨/2フィート。

( 1 7 )作業場とは, 主に博つくりのための作業場のことである。農場妁の小屋，または納屈の一故かもしれない,

— 6 9 ( ^55) ——
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丘の上へ行き，家族の者がじゃがいもを植えるのを 

手伝う。芝土のところの，とうもろこし植付けを終え 

る。約70ロッド。りんごの花が満開できれいだ。芝土 

の土地4 エー力一，および約2 エーカー半はじゃがい 

も， I 1/•エーカーはオート麦とえんどう豆，とうもろ 

こしは70 ロッド。

6 月 3 日

芝土の土地2 エーカー半にじゃがいも植付け終了。 

夜になって，とうもろこしの種まきのため，肥料4 台 

分をまく。

6 月 4 日

.午前中,南側へとうもろこしをまく。 30 ロッド。また 

馬傲でならす。ブラウンが休作地を焼くのを手伝う。 

今は， りんごの花が満開だ。

6 月 5 日

父と8 頭の羊の毛を刈る。羊毛の重さは次の通り。

5 ポソド10オンス，3.9,  3 • 4，3 . 2 ， 3 • 0, 2 • 12,

2 • 12, 2 ♦ 8。最初のは雄羊である。休作地を焼く。

6 月 6 日

父とウィラードは野菜畑で働く。

6 月 7 日

午前中，フラー（Fuller)のため馬鍬でならす。ウィ 

ラードと一緒に休作地で木を切る。父は,とうもろこ 

しが虫にやられてしまったところに，豆をまいた。

6 月 8 日

B (ブラウン）の家の者，ウイラ一ドと一緒に.東側に 

木の柵をつくる。フラーが馬を連れてきて手伝ってく 

れた。父は，じゃがいも畑の手入れをする。

6 月10日

ウィラードと休作地で木を切る。作業終了。

6 月11日

丸太を運ぶ。 C • ネルソンとL  •グッドゼルが馬で 

手伝う。丸太の山が18できた。父はじゃがいもの手入 

れ。 .
6 月12日

われわれの土地とグッドゼルとの間に，丸太で柵を 

つくる。力テンが馬で手伝う。野菜畑のじゃがいもの 

手入れを終え，とうもろこし畑の除草を少しする。

6 月13日

丸太を運ぶ。 L • グッドゼルは揭で手伝う。 2 日間 

で終え， 12シル。 2 日間に， 2 エーカーの土地に，丸 

太の山が20できた。

6 月14日

グッドゼルとの間の柵を, ウイラードと完成させる。

休作地の木切れをひろう。父は休作地で，丸太の山の 

間に，とうもろこしを植えた。

6 月15日

休作地にとうもろこしを植え， 6時噴に終える。办 

ランが手伝う。. 約 .1 エーカー半植冬た。

6 月17日

野菜畑の下のとうもろこしの除草。

6 月18日

ウィラードと道普請。父はとうもろこし畑の除草。 

ティモシーが芽を出しはじめ，クローバーは，花が開 

いてきれいだ。にせアカシアの木が花をつけ始めた。

6 月19日

.午前中，ウ‘ィラードと道普請，午後は仕事場で働く《• 

父はとうもろこし畑の除草。昨日メリアムから，樽の 

たがを1，000本， 3 ドル50セントで買つた。

6 月20日

ウィラードと一緒に，樽を 8 個つくる。父はとうも 

ろこし畑の除草。今月15日に新しく耕した土地に植え 

たとうもろこしが芽を出した。 、

6 月21日

ウィラードと，樽を20個つぐる。父は野菜畑の下の 

とうもろこしの手入れを終え，芝土の土地で除草。

6 月22日

ウィラードと，樽を18個つくり，底板を半分はめる。 

父は，新しく耕した土地に，とうもろこしを植え,除 

草を少しする。 ，

6 月23日

畑のとうもろこしは，高さ 2 フィ一ト以上のものも 

ある。

6 月24日

ウィラードと，樽を18個つくり，底板をはめる◊父 

は新しい畑へとうもろこしを植え，.芝土の畑のとうも 

ろこしを除草。

6 月25日 .

父はオスウィゴへ， 9 ブッシ* ルのオート麦を持ウ 

てゆき，41ヤントで売る。オ .リヴァー（Oliver)へ，'.子 

羊 5 匹を 9*んシルで売る。現金売り。ウィラ一ドと樽 

を16個つくり，その内9個戊私のつくった分。

6 月26日

ウィラードと樽を15個つくり, その内8 個は私の分。 

父は芝土の畑のとうもろこしを除草。

6 月27日

ウィラードとオスウメゴへ樽穹95個持ってゆき，パ 

一ディ 一 (Pardee)へ 1 個20セントで売る。父は®菜畑

70(434)
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のじゃがいもを， 2度目の除草。野菜畑の下へとうも 

ろこしを植える。

6 月28日 へ

野菜畑のじゃがいもの2 度目の手人れを終えた。中 

には，花をつけているものもある。父と，芝土の畑の 

とうもろこしに灰をまいてやる。

6 月29日

父は野菜畑と，家畜小屋の間の土地を除草した。私 

は乾草のところから肥料を出す。また，川沿いの土地 

の雑木の柵をなお' し，夜になる前に馬に蹄鉄をつけて 

もらう。ウィラードは狩りに行き，しまりす7 匹をと

つた。

6 月30日

畑のえんどう豆が花をつけ始めた。

7 月 1 日

芝土の畑のじゃがいもの除草。除草が一度だけで良 

いように念入りにする。

7 月 2 日

父はオスウィゴに卵29ダースを持って行き, ホイッ 

トニイ商店 (Whitney &. C o .)で， 1 ダース11セントで 

売る。小麦粉を小さな袋に2 袋，49ポンド買う。 3 ド 

ル。両方とも現金取り引き。ウィラードと私はじゃが 

いも畑の除草。

7 月 4 日

ティモシーは花をつけ，先月15日に植えたとうもろ 

こしは，16インチにまでのびた。芝土の畑の南側，.グ 

ッドゼルの土地に隣りあわせた部分のじゃがいもを除 

草。野菜畑の下のとうもろこしは茂って，高さ3 フィ 

ート8 インチほどのものもある。

7 月 5 日

芝土の畑のじゃがいもを除草する。父は午後，教会 

の会合に行き，牧師館に15ドル払う。お金を借りる。

7 月 6 日 、

父とウィラードは野菜畑の下のとうもろこしの除草 

をし，また，とうもろこしを真っ直ぐに立ててやる。 

父は芝土畑のじゃがいもを少し手入れする。小麦とォ 

ート麦が穂を出しはじめ，さくらんぼは，そろそろ熟 

れている。

7 月 7 日 .

新じやがいちを掘ってみる。中にはくるみ位の大き 

さのものもある。

7 月 8 日

芝土畑のじやがいもの除草。野菜畑の下のとうもろ 

こしは，高さ5 フィート© ものもある。西贝が花をつ 

け始めた。ホワイト . デイジイ（white daises).を少し掘 

る。きゅうりが花をつけ(た。

7 月 9 日 ；

午前中，芝土畑のじやがいもの除草を終え,午後と 

うもろこしの2度目の除草6 新しく耕した畑のとうも 

ろこしは，高さ2 フィートから2 フィート半。

7 月10日

ウィラムドとホライト• デイジーを掘り，積み上げ 

ておく。大納屋の横と北側の方で少しばかり乾草刈り 

をはじめる。父は野菜畑の下のとうもろこしの2度目 

の除草。 '

7 月11日

父と野菜畑の下のとうもろこしの除草をし,乾草を 

拡げ，まとめる6

7 月12日 .

ウィラードと. 北側の乾草刈取りをし， 2 台分蓮ぶ。 

父ゆ野菜畑の下で除草。

7 月13日 

乾草 2 台分を運ぶ。

7 月15日

午前中，新しく耕した畑で除草をし，午後，果樹園 

の西側め乾草刈り。東側も刈取る。 1月前に植えた新 

しい畑のとうもろこしの高さは3 フィ一ト半になった。 

7 月16日

果樹園の、ところで乾草刈り。 3 台分運ぶ。新しい畑 

のとうもろこしを，午前10時から12時まで除草。

7 月17日

果樹園の北側で乾草刈り 1 ュ一力一から乾草3 台 

分を運ぶ。野菜畑の下のとうもろこしは開花した。野 

菜畑のじやがいもは，にわとりの卵より大きぐなった。 

7 月18日

午前中，丘の上の製材所へ行き，午後，馬車交とっ 

てくる。御者台をつくってもらい，馬に蹄鉄をはかせ 

てもらう。きゅうりが採ってよいくらい大きくなづfこ。 

7 月19日

父は屋根板にかんなをかけ，ウィラードは板を割っ 

た。 '

7 月20日

丘の上に行き思に蹄鉄をはかせてもらう， しなめ木

注 (18) ホワイト• デイジイは，じやがV、もの品嵇名であろう。

—— 71 (,435)
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の木材125フィ一トをへッ ド （Head) の所へ運ぶ。 7 

. ドル。 ウィラードと，さぐらんぼを1 ブッシェルほど 

つむ。父とウィラードは新しい畑での作業を終える，

7 月22日

家畜小屋の前庭の南側の乾草刈りをし， 3 台分とり

.入れる, ■一 力一半ス丨J取った。

7 月23日

牧草地の隣りの東侧I 1/,ェ一力一の乾草を別取り，

3 台分とり入れた。なお，朝食には新じゃがいもが出た。 

7 月24日

小麦畑の南側I 1ハユーカーの乾草刈りをし， 3 台分 

とり入れた。

7 月25日

再び北側を刈取り始め， 2 台分刈取り，、さらに1 台 

分刈板る。

7 月26日

父はオスウィゴへ4 ブッシェルの新じやがいもを持 

って行き，ブッシェル6 シル1 ペンスで売る。ウイラ

一ドと私は1台分乾草を刈取り，夜にようやく1 台分 

とり入れた。乾草刈りのすすまぬ日だった。

7 月27日

ウィラードと北側の乾草刈りを2 台分して終える。

5 台分運び入れる。 3 台分すませてから， くま手でか 

き，北側の土地を終える。全部で9 台分，その内6 台 

分は，なかなか良い。夜，丘の上へ馬車を取りに行き, 

メリアムへ， じやがいも1ブッシェル運ぶ。 5 シル。

7 月28日

11時にA へ向けて出発し，午後4 時半に着く。道はぬ
(19)

かっていた。

7 月29日

8 時頃，A のW 氏の家を出て，オーバン地区 (Alburn 

District)のイ一ライ• キャッセノレ(Eli Cassell) の家へ 

10時半に着く。そ t で食事のために休み，午後 1時過 

ぎ，ギレスピイ（Gillespee).の製材所をまわって家へ戻 

る。カスヴィル（Casiille) の所からジンカ 一 （Jinker) 

の所まで5 マイル，，そこから製材所まで2 マイル，さ 

らに.コーキン（Calkin)の所へ2 マイル，そして家まで 

6 マイルあった。

7 角30日

今日は嚳っていて乾草作りの天候ではない。ウイラ

一ド夫婦は10時頃ピアースの窣へ行き，午後8 時に戻 

ってきた。父と私は/ じやがいもを掘ったあとへ，.タ 

一二ップをまいた。

7 月31日

小山の乾草を2 台分別取り，的日に刈取った果樹園 

の 1 台分を運ぶ。果樹園の分は終り。先月15日に植え 

た新しい畑のとうもろこしが開花した。

8 月 1 日

メリアムに板500パ一チを売る。 ウィラードと乾草 
(20)

を刈取る。

8 月 2 日

父はオスウィゴへじやがいも5 ブッシヱルを持って 

行き，ブッシヱル6 シル3 ぺソスで売る。少々乾草刈 

りをして， 1 台分運ぶ。とうもろこしを3 本ゆでて食 

ベたが，まだ十分大きくはない。

8 月 3 日

乾草， 8 台分を刈取り運び込む。

8 月 4 日

ゆでたとうもろこしと，えんどう豆を食べた。

8 月 5 日 .

乾草， 2 台分刈取り。これで乾草刈入れは終り。全 

部で34台分，但し, 小さめのものもある6 じやがV、も 

を10ブッシェル半掘る。

8 月 6 日

父と一緒にオスウイゴへ行き, 10プジシヱル半のじ 

やがいもを， ブッシェ.ル 7 シルでラグルズ (Ruggles) 

へ売る。家を午前8 時15分に出て，11時15分に戻った. 

塩26ポンド半，家へ買づて帰る。

8 月 7 日

昨日の午後， じやがいも11ブッシヱルを掘り,父は 

今日，オスウィゴへ売りに行く。ブッシエルあたり6 

シル。彼は午’前 8 時に家を出て. 11時45分に戻る。 ウ 

ィラードと私は作業場で働く。

8 月 8 日

小麦を刈入れる618 %束 (shocks)を 1 ブッシュルの 
(21)

種から刈入れ。 （110 ロッド）

8 月 9 日

ウィラードと作業場で樽の底板をつくる。父はオ一 

ト表を刈入れ，丘へ行って馬の蹄鉄をつけてもらった

注(19) A は地名の顷文字であるが，何処かは不IjJL
( 2 0 ) 1パ一チは1 ロッドに等しい。16»/2フィート。

( 2 1 ) 1朿がどれくらいかは不明。但しこの場合 ,• 1がム來から脱毅して取れた小-友の傲は14ブッシ尤ルであった。 

の扨を参照。

— - 12(436)
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8 月10日

ウィラード夫婦はオスウィゴへ行く。じゃがいも4 

ブツ 'ンcnルを，ブツ 'ン31ル 4 シル，卵合ダ一スを,ダ 

ース11シルで売る。小麦粉の小袋49ポンドを，11シル 

6 ペンスで買う6 父はオート麦を刈る。私は作業場で 

働き，オート麦を少し刈る。

8 月12日

ウィラードと午前中作業場で働き，午後 3 時までラ 

スバ一ンさん（Mr. Rathburn)が象め向いで乾草を集め 

る© を手伝った。後はオート麦を集めた。

8 月13日

丘の上のリツチ . イ一スン (Rich Eason) に木材を運 

ぶ。作業場で働く。

8 月14日

ウィラードと作業場で働き，ラスバーンさんが乾草 

刈人れを家の向う側でするのを手伝った。彼は野菜畑 

の下で，とうもろC しの採り残しを集め終る6 私は 2 

本ほど拾った。熟した西瓜を食べた。

8 月15日

ウィラー广と作業場で底板をつくる。父は南側での 

オ ー ト麦刈入れを終り， 3/4エーカーから2473束を収穫 

した：私はグツドゼルの隣りめ小山めオート麦を刈取 

った。 .
8 月16日

午前中, 小麦をグリツドリイの所へ運び,脱穀して 

もらうP ( 1 フ:ツシヱルまいて，14ブツシ- ルとれた。）午後, 

メイ（M ay)の所で,樽のたがをわけてもらう件を相談 

した。

8 月17日

作業場で働く。父は新しい畑のとうもろこしの手入 

れ。小山のオート麦を収獲する。 .100 ロ■ツドの畑から 

13來。

8 月18日

新しい畑のとうもろこしは，もう食べごろの大きさ 

になった。

8 月19日

ウィラードと作業場で働く。樽のふたと底板をつく 

り，樽板を組み合わせる。父はじゃがいもを掘る。

8 月20日

父はオスウ..ィゴへ行く。 41" 'プツシュルの.じやがい 

もを，ブツシ文ル2 シル6 ペンス， 5 ダースの卵をダ 

ース11シルで売る。ウィラードと私は底板を出し，き

れいにする。コッ•クス（Cox)から，：たが1,500本を，

3 ドル？5セントで買う。（1,000本’あたり）

8 月21日

昨夜ギレスピーの家へ行き，学校についての予算を 

たててみた。ウィラードと樽16個をつくる。その内9 

個は私のつくった分。

8 月22日

ウィラードと樽14個つくる。私は5個半つぐり，父 

がオート麦3 台分を取り入れるのを手伝った（3れ2束)。 

8 月23日

父はオート麦，小麦の刈株をすき込んでいる。ウィ 

ラードと私は約9時間に, 樽20個をつくり；撙板を組 

み合わせた9 • ■ ■ ■

8 月24日

ウィラードと樽を18個つくる。ウィラードは朝の内, 

バターをつくった。父は採株のすき込みを終える，

8 月 25 ロ

新しい畑で, とうもろこしの採り残しを拾う。

8 月26日

ウィラードと樽22個つくる。C のところへりんごを 

もらいに行く。

8月27日

父とオスウィ.ゴへ行く。.樽90個をワイズャ:ンベ\Vis- 

man)に 1個 22セントで売る。：8 時半に出ヤ午後1時 

に戻る。

8 月28日

父と母はグレンビイ_ (Granby) ■に出がけた。ウィ.ラー

ドと，えんどう豆を取り入れ，また私は樽を10個つく 
(22)

っ7こ。 !

8 月29日

ウィラードと，えんどう豆の取り入れを終え，樽を 

8個つくった。ウィラードは，えんどう豆のさし芽を 

少々した。 レイン（Eane)が小麦を脱穀所へ運ぶためt 

荷馬車を借りていった。

8月30日

グッドゼルから，いちご5 ダ“ スを買い,食卓に出 

した。私は樽を10個つくり，えんどう豆を1台^'運ん 

だ。コックスから樽のたが300本を，- 1，000本 3 ドル 

75セ ' / トの割りで買った》

8 月31日

午前中にえんどう豆を運び終える。今日は2 台分， 

ウィラードと樽18個つくる。私はたがを取ってきて，

注（2 2 )グレンビイは近くの村。
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9 月13日樽板を組み合わせた。樽 1個つくるのに41分かかった。 

父はとうもろこしを刈取り，牛にやる。 ン

9 月 2 日

ウィラードと樽20個つくる，

9 月 3 日

ウィラードと樽25個つくり，板を組み合わせる。私 

は13個つくり， 1個を玛分で完成した。父はとうもろ 

，こしを刈取る。

9 月 4 日

ウィラードは桃とりんごを接木する。父はとうもろ 

こしを刈取る。私はオスウィゴへ樽91個を持ぅて行き， 

ワイズマンに1個22セントで売る。カズネル（Casnell) 

のために小麦粉を買う。小麦粉は4 ドル50セントから 

4 ドノレ朽セント。

9 月 5 日

昨日からサラ♦ ルイス （Sarah Lew is)が，糸を紛い. 

でくれる。樽のたがを運ぶための袋をつくった。

9 月 6 日

アルビオン（Albion)の所へ行き. たが5, 000本を，

1,000本あたり3 ドル25セントで買う。チヤ一ルズ . 

フィールド（Charles Field)へ 1，000本を 3 ドル62セン 

ト5 で売る。朝 5時に出て，夕方6 時半に戻った。父 

はとうもろこしを刈取り，ウィラードは作業場で働い 

た。

9 月 7 日

樽を10個勹くる。父はとうもろこしの刈取り。

9 月 9 日

樽今U 個つくる。父は丘の上へ行き，荷馬車の車輪 

を修球してもらった。父と一緒にじゃがいも11ブタシ 

ェルを掘った。

9 月10日

父はじゃがいも11ブッシェルを持ってオスウィゴへ 

行き， 6 ブヅシヱルは，プッシヱルあたり2 シル， 5 

プッシx ルは，同22セントで売った。樽を12個つくる。 

ブラックペリイをつむ。

9 月11日

ウィラードと樽をI 6個つくる。父は野菜畑の下のと 

うもろこしを刈取り，運び入れた。

9 月12日

野菜畑の下のとうもろこし刈取りを終えてから,畑 

のとうもろこしを刈取る。

ウィラードと樽を16個つくる。 J . ラスバーンから 

当才の雌牛2頭を， 1頭 9 ドル半で買人れる。父は畑 

のじゃがいもを掘り，豚の飼料にするためゆではじめ 

た。

9 月14日

. ウィラードと樽を17個つくる0 サラ • ルイスは2 週

間の仕事を終え，今夜, 彼女を家へ送って行く。先週

ロックポート. (Lockport)からの人が来て，搏 1個26セ

ントから27セントで買入れる契約をしていった。父は

とうもろこしを刈取り，；私は膝の飼料にするじゃがい 
(23)

もをゆでる。

9 月16日 

ウィラードと樽16個つくる。

9月17日

新しい畑のとうもろこしを刈取る。ブラウンさんの 

家の横に電信柱をたてた。

9 月18日

ウィラードと樽20個つくる。父はえんどう豆を脱穀 

す名。 ，

9 月19日

オスウィゴへ撙91個を持ってゆき, メリアムに，位 

ックポート市場向けに1個26セソト半で契約させる。 

樽は 1個25セントから26セントで売れる。父はじゃが 

I 、もを掘り， ウィラードは作業場で樽を2個つくる。

9 月20日

ウィラードと樽を22個つくる。父は新しい畑のとう 

もろこしの刈取りを終え， じゃがいもを掘った。

9 月21日

ウィラ一ドと樽21個つくる。父はまいた分のとうも 

.ろこしの刈取りを終えた。

9 月23日

ウィラードと樽20個つくる。父は南側の畑から,と 

うもろこしを運ぶ。

9 月24日

ウィラードと樽10個つくる。父はとうもろこし入れ 

(corn crib) をつ く る<> ,

9 月25日

今日はニュー♦ ヘイヴンで,才スウィゴ郡農業協会 

の典進会。母を除き家族全員で出かけた。 ..

9 月26日

今日は，父とウィラードと一緒に，すき起し競技

注(23) ロックボートは，ナイアガラの滝に近V、町。

(24) ニュー. a — ク州には各郡に■衆:说会があり，それぞれ秋に共進金を聞V、た。
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(ploughing match)を見物し， マリイ会長（H.Murray) 

の演説を聞ぃた。

9 月27日

オスウィゴへ搏91個を持って行き， ワイズマンに1 

個26セントで売る。ウィラードは底板、をつくり，父は 

とうもろこし入れをつくり終えた。

9 月28日

ウィラードと樽16個をつくる。父はじゃがぃもを掘 

る。 . .

9 月30日

今朝，軽ぃ霜が下りたが，場所によって，つたが枯 

れた程度。17力月の雌牛を屠殺した。重さは次の通り。 

肉 344ポンド，皮65ボンド，脂肪22ポンド，計 431ポ 

ンド。ハサウヱイ（H. Hathaway)が 4 分の 3 (250ポン 

ド）をポンド3 セント，アレン（G. Allen) が皮をボン 

ド4 セントで弓丨取った。ウィラードは樽3 個をつぐり， 

手にけがをした。私は樽11個をつぐる。 シモンズ（H.
125)

Simmons)め羊を引取る。

10月 1 日

父はとうもろこしを運び入れ，じゃがいもを掘る。 

私は蹲を13個，午前 6 個，午後 7 個つくる。 1個あた 

りの時間は次の通り。41分, 42，39, 52，53，41, 午 

.前中計4 時間28分6 午後は，35，33, 37, 43, 38, 42, 

3 4 ,計 4時間22分。午前午後とも最初の3 個は組み合 

わせてある樽板を使用。

10月 2 日

父は納屋でとうもろこしの皮むきをする。私は樽14 

個つくる。その内10個は前もって樽板が組み合わせて 

あった。昨日20個をたがにはめ，今日は12個を，仕事 

を始める前にすませた。

10月 3 日

父はとうもろこし皮むき。私は樽を11個つぐり，ふ 

た，底板をつくり, 樽板を組み合わせた。また，たが 

をたばねた。

10月 4 日 . ,

ウィラードとオスウィゴへ樽92個を持って行き， ワ 

イズマンに1個26セントで売る。小麦粉1樽を 4 ドル 

50セソトで賀う。私は帽子を14シルで買った。父はじ 

ゃがいも掘0。

10月 5 日

アルビオソのところへ搏のたがを買いに行く。5,00 . 

0 本を，4, 500本は（1，000本あたb ) 2 ドル，500本は同 

3 ドルで買った。帰りは，パインヴィル (Pinevill6) と 

プラスカイ（Pulaski)を通って来る。

10 月 7 ロ

父は野菜畑の下のとうもろこし皮むき。

10月 8 日 ,

ウィラードと冬りんごを収獲する。 5 プッシェルは 

スピッツk ンベルグ種 (sptg.), 4 ブッシエルはグリ一 

ニング種(greening), 1 ブッシュルはラセット猶(Russett), 

残りはオランダ：. ピピン種(holland pippin)などであるa 

父は野菜畑の下のじやがいもを掘り，とうもろこしを 

運び入れる‘

10月 9 日

父はじゃがいもを掘る。チキールズ*ブラウンが手 

伝う。穴蔵に16ブッシエルを入れる。以前に17ブッシ 

ェル入っている》私は樽を5個つくる。

10月10日

父はじゃがいもを掘り，チャ一.ルズ•ブラウンが手 

伝う。私は樽を10個つくる。穴蔵へ，じゃがいも25ブ 

ッシェル入れる。

10 月11 ロ

父は納屋でとうもろとし皮むき。私は樽9 個つくる， 

10月12日

樽を7個つぐる。ブラウンの家へ行き，台所を建て 

るのを手伝う。父はとうもろこしの渾び入れを終え, 

じゃがいも掘りも終える。 ' ,

10月M 日

霜が降りて，つたが枯れた。この秋，はじめての， 

かなりな霜である。 ウィラードと樽16個つくる。父と 

チャールズ• ブラウンは, じやがいもを掘り，12ブッ 

シェルを穴蔵へ入れた。

10月15日 •

ウメラードと樽18個をつくる。父はオスタィゴへ8 

ブッ、ン工ルのオランダ. < ピン猶のりんごを持つて行 

き，ブッ、ンx ル 1 シル6 ぺソスから2 シルで売るンチ 

ャ一ノ卜ズ• ブラウンはじゃ.がいも9 ブタシx イレを掘り， 

穴蔵へ入れる。 くず穀物を買った。

10月16日

注（2 5 ) アレンは，なめし皮柴洛て兔る。

( 2 6 )スピッツエンベルグ等は，いずれもりんごの品種名である。哀にとれるりんどとしては，アストラカン(Astrachan)， 
秋のものとして，グレイヴンステイン（Gmvenstdn), 冬り'んごとしては，ボールドウイ'ノ (Baldwin)•グリーニング， 

ラセットf ピピン等が右名，

— ~~ 7^{439) ~— ^
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メリアムに，たが1,500本を，（1,000本あたり） 3 ド 

ル75セントで売る。また，彼に60ドルを90日間貸付け 

る。樽を13個っくる。南侧の畑から紫と豆とを運ぶ。 

父は豆類を脱穀する。

10月17日

搏19個つくる。父は牧草地をきれいにし，牛を放牧 

する。

10月18日

オスウィゴへ樽90個を持って行き，ワイズマンに，

1個26セントで売る。

10月19日

サイダー用のりんごを収穫する。11ブッ 'ンヱル半。

10月21日

父はオスウィゴへ行き， ミルズ= ホイットニイ商店

(Mills and Whitneys)で，穀物のふるいかす45ブッシ

ヱルを，ブッシエルあたり1 シル6 ペンスで買った。
(27)

ウィラードと樽14個つくる。 '

10月22日

ウィラードはプラスカイへ利息を払I 、に行く。父は 

畑でじゃがいもを掘る。私は樽を10個つくり，たがを 

さき, 樽坂を組み合わせた。 6袖半分っくる。

10月23日

樽を16個つくる。父は川向うから，とうもろこし1 

台分運んできた。

10月24日

父は.オスウィゴへ，ロウ氏（N. Rowe esq.)のために 

荷物を運ぶ。穀物ふるいかす35ブッシヱルを， ミルズ 

=ホイットゴイ商店で， ブッシュル1 シル6 ベンスで 

買って帰る。 ウィラードと私は樽を16個つくり，底板 

をつくる。

10月25日

ウィラードと樽14個っくる。父は數杨ふるいかす10 

袋を賀いに行く。 •

10月26日

父はサイダー1樽と，穀物ふるいかすを持って帰る。 

ウィラードと樽16個つくる。

10月会7日

咋夜中雨が降り，今日も2 時まで降る。道に水があ 

ふれ，約 6 ロッドの幅にあふれている，地面は水にす 

っかりおおわれている。

10月28日

父は，穀物ふるいかすの最後の分とサイダーを持っ

て帰る。マーク（M ark )の樽を， 8 'ンルで買って来る。 

ウィラードと樽16個つくる。橋は柱ごとすっかり流さ 

れてしまった。

10月29日

家族の者は道路をなおし，橋をかけなおして， 1 フ 

ィ一トだけ高くした。私はオスウィゴへ撙91個を持っ 

て行き，ワイズマンに1個28セントで売る•

10月30日

ライト（Wright)から，なしの木を1 本 4 シルで買う。 

じゃがいもを掘り，20ブッシェルを穴蔵へ入れる。

10月31日

じゃがいもを掘り，20ブッシェルを穴蔵へ入れる。 

庭の北側へ，なしの木を植えた。まず西側から植えて 

いった。

11月 1 日

じゃがいも12ブッシュルを掘り，穴蔵へ入れる。と 

うもろこし5 台分を運び入れる。

11月 2 日

午前中ウィラードと丘の上へ行き，ロバ一ト(H. Rob* 

e r t )の所で，樽板 1,500枚を，1,000枚あたり4 ドル， 

生木のたが500本を， 1，000本あたり4 ドルで買う。 

じゃがいもを少し掘る。今日は，とうもろこしI 4ブッ 

シヱル（穂）を皮むきした。すでに76ブッシヱル分皮む 

きしてある。ウィラードと私は今夜はじめて皮むきを 

始め， 7 プッシェルずつ皮をむいた。

11月 4 日

とうもろこし皮むき，45ブッ、ン太ル。昼間は新しい 

畑の所で皮むきをし，夜は納屋でやった《

11月 5 日

ニュー . ヘイヴンのタウンの選挙。とうもろこし德. 

25ブッシ^ ルの皮をむく。選挙へ行った後，とうもろ 

こしの苤を積み上げる。

11月 6 日

新しい畑のとうもろこしを終了。20ブヅシヱルン納 

屋に同じ量，皮をむくのが残っている。苤を積み上げ 

る。新しい畑の林のそばに2 山積む。

11月 7 日

樽15個っぐる。父は, かぼちゃを運び，雑用をする。 

じゃがI 、も20ブッ 'ンェルを穴蔵に入れ，計 131ブッシ 

* ル。そのほか，すでにゆでた小粒の分が少々。

11月 8 日

注( 2 7 )穀物のふるいかすは，家帝の飼料如。
デV
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父は才スウィゴへパタ一292ポソドを持って行く。 

183ボンドはポンド14セント，109ポンドは同13セント 

で売る。また，チ一ズ221/；!ボンドを，ポンド572セン 

トで売り， じやがいも1 ブッシヱルを3 シルで売る。 

小麦粉1樽 4 ドル50セント，鉄の輪のついた大樽（hogs­

head) を 8 シルで買つてきた。ウィラードと私は搏12 

個つくる„

11月 9 日

樽16個つぐる。 メリアムから底板150枚を， 1,000 

枚あたり4 ドルで買う9 父はかぼちゃを運んだ。

11月11日

いつもと同様に樽16個をつくった。

11月12日

樽I 6個つくる。フラー伯 父 (Fu ller)が来た。

11月13日

樽I 6値！つぐる。フラー伯父に7 ドル払う。

11月14日

オスウィゴへ樽91個を持って行き，マシュウズ(Math- 

ew s)へ 1個24セントで売る。 それを.ワイズマンの所 

へ運んで行く。これで今シーズンの樽つくりは終了。

計 822個で 201ドル23セント，平均 1個24セント半に 

なる。ライトから，なしの木4 本を買った。 3 本はヴ 

ァーガリイ.種 (V irga ly),1本はフ.レミッシ.ュ ♦ビュー 

ティ‘一 種 (Flemish beauty) 0 

11月15日

庭の下へ，ヴァーガリイ3 本を植え，果物の種をまぐ。 

庭の東侧から， 1列はなし， 1列はまるめろ (quince), 

8列はりんご。父は昨日，納屋のとうもろこし皮むき 

を終える。15ブッダェル。

11月16日

禁酒主義の講演を聞いた後，グッドゼルの家の舞踏 

会: (b a ll)へ行く。ワイルダ一夫人 (Mrs. W ilder)に， 

編物35ヤ一ド分， 2 ドル45セント払う。

11月18日 ： -

作業場で働ぐ樽板を少し切る。部屋から穀物入れ 

を納屋へ移す, 門口の庭になしの木を植える。フレミ 

ッシュビネ ,一.ティ一揮のも:の。.■

11月19日

父はオスウィゴへ行き， じやがいも5 ブッシ* ルを, 

ブッ、ン* ルあたり3 シルで売る。煮沸用の大樽を5 シ 

ルで買い，荒 I 、穀物くず12ブッシェルを，ブッシェル 

6'/4セントで買ってきた。 ウィラードと私は， りんご

用の樽をっくった。

11月20日

ウィラードと作業場で少し樽をっくる。野菜類を取 

入れる。

11月21日

雪。 2歳の豚を屠殺，ブラウンの棹ばかりで犯8 ポ 

ンド，正味は400ポンド。ウィルスン（Wilson)が手伝 

ってくれた。彼に半分の200ポンドを， 100ポンドあ 

たり5 ドルで売る。

11月22日

ウィラードと肥料を連び出す。ウィラードは，以前 

じやがいもを植えた場所のターニップ9 ブッシヱルを 

掘って取入れ終る。

11月23日

ウィラード夫婦と一緒にオスウィゴへ行く。チーズ 

85ソ2ポソドをポンド6 セント，バタ 一37ソ2ポンドを同 

14セントでマークの店で売る。今日の取引は14ドルか 

15ドル。靴と雑貨を買った。

11月24日

牛にとうもろこし茎を餌として与え始める。以前に 

かぼちゃもやった。

11月25日

丘の上へ行き馬の蹄鉄をつけてもらう。じやがいも 

14ブッシェルをオ'スウィゴへ運んだ。

11月26日

ウィラードと作業場で働く。ウィラードは今月22日 

から今朝までの間に， 2 ドルする刃物を盗まれた。

11月27日

父はオスウィゴへ行き， じやがいも.14ブ.ッシヱルを， 

ブッシェル3 シル，オ一ト麦7 ブッシェルを同2 シル 

6ペンス，豆 1 % プッ、ン= ルを7 シルで売った。ウィラ 

~ ドと私はりんごの樽をっくり終えた。合計21個。% ： 

はサルサ（sarsaparilla)を掘った。

11月28日

父は穂つきのとうもろこじを持って製粉所へ行った, 

11月29日

ウィラードとチープ（Cheeve)の土地の南側で，楓と 

樺の木を切る。

11月30日

ウィラードと木を切る。

12月 2 日

注( 2 8 )サルサは薬草。
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ウィラードはオスウ’ィゴへ，チーブのために樽91個 

を持って行き，しっくい用の樽として1個18セントで 

売る。私はゴ一ドン(Gordon)の所と村へ行って，教会 

の建物の件で相談。

12月 3 日

、父はオート麦を脱穀し，製粉所へ行った。

ね月4 日

メソジスト教会の建物用の材木を運び出す。ブラウ 

ンとF • W • グッドゼルが下の林で手伝って < れた。 

父はオート麦を脱穀。

12月 5 日

午前中に，セヴァーマン氏（Mr. Severnian) の役牛を 

使って材木を運び，道路のところまで運び出した。ブ 

ラウンと私とで，午後，丘の上へ運んだ。

12月 6 日

父と私はオスウィゴへ行く。16ソ2ブ ッ シ A ルのオ  

ート麦を， ブッシェル2 シル6 ぺンスでブリッグス 

(Briggs)へ売り， じゃがいも9 ブッシヱルを同2 シル 

9 ペンスで売る。 ウィラードは丘の上で，教会の建物 

の作業。砂糖と釘を買ってきた。

12月 7 日

14フィートの丸太を製材所へ運び，たるき用の9 本 

の角材に切ってもらう。 175フィートと， 3 枚の巾狹 

の板，残り15フィ一ト。

12月 9 日

製材所へ丸太6 本を持って行き， 416フィート切っ 

てもらう。父はオート麦の脱穀。林の中で働く。

12月10日

馬に蹄鉄をっけてもらい，製材所に丸太5 本を運び， 

259フィート切ってもらう。 ウィラードが手伝う。父 

はオート麦の脱穀。

12月11日

丸太 6 本を製材所へ運び， 497フィ一ト切ってもら 

う。午後木材1 台分をメリアムへ運び，メソジスト教 

会の建物を建てるのを手伝った。父はオート麦の脱 

穀。

12月12日

木材 2 台分をメリアムへ運び，丸太 2 本を製材所へ 

運ぶ《 609フィ一 ト切っても■らう。

12月13日

製材所へ丸太8 本を運び， 1，074フィート切っても 

らう。ウィラードは丘の上の建物の作業。

注( 2 9 )教会觉ではなく，付屈の迚物のことである。

12月14日

製材所へ丸太？本を通び， 221フィート切ってもら 

う。ウィラードは丘の上の建物の作業。屋根板をのせ 

終え，建物の背面を完成させた。

12月16日

木材2 台分をメリアムへ運ぶ。ウィラードは教会の 

建物の端の部分を加えた。

12月17日

ウィラードと木材6 台分を家へ連ぶ。昨夜ウィラー 

ド夫婦と村の音楽学校(singing school)へ行く。オスウ 

4 ゴの力'— <ンター（Carpenter)が先生で 1晚 2.ドル 

だった。 '
12月18日

H . ロバートの所へ木 材 1 t i一ドを運ぶ。メリアム 

の所へ 2 台分運び，計 5 コード， コードあたり1 ドル9 

ウィラードは林で木を切り，父は雑用をする。

12月19日

オー.ト麦をふるい分けする。28ブッ、ンx ル取れ，あ 

i 20朿残った。今シーズンのオート麦収獲量は,飼料 

にした分を除いて51ブッシ土ル半。

12月20日

父はオスウィゴへ行き，ハム30ポンド，ポンドあた 

り7 セント，チ一ズ20ポンド，ポンドあたり57*セン 

トで売る。私は丘の上へ行き，ウイルソンとメリアム 

との勘定を清算した。

12月21日

丘の上へ行き，馬に蹄鉄をつげてもらう。父はえん 

どう豆の脱穀。ウィラードと私は納屋で木を切る。税 

金 7 ドル38セントを支払う。評価額1,050ドル。

12月23日

昨夜から吹雪となり，今日は一層激しく吹雪いてい 

る。雪が非常に速く飛んで行く。風が非常に強いので， 

納屋にたどりつくまでに後を向いて息をしなければな 

らないほどだ。風は北東の風である。雪は 1 フィート 

位の深さだが，風が吹き上げて,吹きだまりをつぐづ 

ている。知るかぎりでは最悪の日だ6 雪が戸外の物を 

吹き流す。今日は牛を外へ出さない。羊と豚は納屋へい 

れて嵐をよけさせた。父はえんどう豆の脱穀を終えた, 

12月24日

雪をどける。 ' ■ '

12月25日

丘の上の製材所へ行ぐ。

( 3 0 )税金は不動座税。評fill撤 は，農場細姐の評細額。徂し，突際に売資する場合の额とは興なる•
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12月26日

朝の内，豆をふるい分ける。 7 ブッシヱル。以前に 

も7 ブヅシヱルとれた。

12月28日

ウイラ一ドと木材を運ふ％ '

12月30日

丘の上のニ a ラス. (Nicholas)の所へ行き，’馬に蹄鉄 

をつけてもらう•

以上で1850年の日記は終りである。なお，当時の農民 

の生活を実際に目で見ることのできる場所として，ニュ 

一 . ヨーク州クーパーズタウン（Cwiperatown〉の「農民博 

物館」(the Farmer's Museum)がある。とれはニュー..ヨ 

ーク州歴史協会の付属博物館で，18世紀後半から19世紀 

前半にかけての同州の村の生活を再現しており，本日記 

中に出てくる道具類などの展示館％設けられている。

(経済学部助教授）
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